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１． 概要（Summary） 

マイクロプロ－ブは、一般的には測定や実験などのため

に、試料に接触または挿入する針の総称であり、対象部

を触る・擦る・こそぐ・拾う等、多種多様な用途に使用され

ている。マイクロプロ－ブの材料としては、ステンレス、タン

グステンなどの金属やシリコンなどの半導体材料、更には

樹脂材料など、さまざまなものがあり、先端直径φは 1 m

以下から数百mにも及び、目的に応じて使い分けられて

いる。 

 今回、微細粒鋼から成る特殊なステンレス材や銅などの

金属材料をレ－ザ加工により切断し、製作したマイクロプ

ロ－ブの先端形状を、走査電子顕微鏡などを用いて観察

した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・走査電子顕微鏡(EDS 付き) (JEOL 社製、JSM-6060-

EDS) 

・白色干渉式三次元形状測定器(ブルカ－・エイエックス

エス社製、NT91001A) 

  

【実験方法】 

 レ－ザ加工装置を用いて、先端が鋭利な形状を有し、か

つプロ－ブ幅が約数百m 程度、プロ－ブ長さが約数

mm 程度のマイクロプロ－ブを形成した。また、その際、

マイクロプロ－ブの三次元形状が観察し易いように、プロ

－ブの根元に 5 mm 角の台座構造を併せて一体形成し

た。 

 続いて、形成したマイクロプロ－ブを、本実施機関の走

査電子顕微鏡(EDS 付き)や白色干渉式三次元形状測定

器を用いて観察した。  

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に、製作したマイクロプロ－ブの先端形状を、走

査電子顕微鏡を用いて観察した結果の一例を示す。先端

部の SEM 写真から、所望のマイクロプロ－ブ形状が製作

できており、その加工面は、比較的平滑であることが確認

できた。 

Fig. 1 SEM image of microprobe 
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